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I examined how well university students have acquired English pronunciation
by conducting a survey. In this article I report part of the survey results and



































２． Again と against の発音
Again の発音は典型的には と の２通りの発音があり，同じく，
against の発音は典型的には と の２通りの発音があるが，英語
母語話者の発音をよく観察すると，ともに，前者の発音が優勢で，後者の発音が劣勢
である印象を受ける。このことは英語の辞書の記述からも明らかである。どの辞書も
多かれ少なかれ同様な記述なので，代表として，again の COBUILD５ の記述を（2a）










発音を習得してくることに気づく。では，again と against に関するアンケート結果
















［ə㷅én, 㸍-, -㷅é㸍n,  ｟米＋｠ -㷅㸍n］
［ə㷅enst, ə㷅e㸍nst］









では，なぜ日本で英語教育を受けると，again や against に関し，劣勢発音を習得































るなら，again か against によって，あるいは，学科によって若干の違いがあるが，
学習者は学校（おそらく中学校）の教師の発音の影響をもっとも受けていると考えら


























































３節で教師側の問題点に触れたが，本節では have to と of course に関する指導上
の問題点についてアンケート結果を基に考察する。
おそらく，多くの学校では have to の発音が と，of course の発音が

















































互に影響し合う「融合同化」の３種類がある。Have to と of course の場合は，先行
する有声音［v］が後続する無声音［t］や［k］の影響を受け，無声化され［f］とな
る逆行同化の現象である。







Have to を と of course を と発音すると教えると，そう発音しない［əfkɔ́ːs］［hǽftə］
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ｃ．again や against に関して，英語の発音を独学や他の方法で習得した学
習者は学校や塾・予備校で習得した学習者よりも優勢発音を習得する割
合が高い。
また，大学生の音声習得の現状から教授者の問題点として，（28）のような事実が明
らかになった。
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（28）ａ．自分が「モデル」になっているという自覚が教授者に欠落している。
ｂ．英語音声に関する基本的な知識が教授者に欠落している。
これらの問題点を解決するには（29）のようなことが求められる。
（29）ａ．教授者自身が生の英語に接し，それを観察し，できるだけ標準的な英語
を習得し，それを話すように心がけること。
ｂ．教授者に英語音声に関するきちんとした研修を受けさせ，本当の意味で
の「プロの言語教師」を養成すること。
（29a）は教授者自身の側の問題で，（29b）は雇用者側の問題であるが，日本の英語
教育の質的レベルを高めるためには急務であるように思われる。
注
１．本稿では，アンケート調査のうち，主に教授者の問題に関係するごく一部のみを取り上げ
ることにする。残りの部分は稿を改めて取り上げることにする。
２．タイトルでは「大学生」と一般化したが，実際には都留文科大学の学生を指している。た
だし，都留文科大学は山梨県の都留市にある公立大学で，全国津々浦々から学生が集まっ
て来ている現状を鑑みると，過度の一般化ではないように思われる。また，タイトルでは
「音声習得」としたが，実際には，語レベルの音声習得（一般的な表現で言うと「単語の
発音」）に限定される。
３．アンケートで選択肢の「その他」を選択した学生に，具体的に記述をしてもらったところ
（ｉ）のような回答が得られた。
（ｉ）ａ．アメリカで（２）
ｂ．ニュージーランドで
ｃ．電子辞書
ｄ．音声教材
ｅ．CD（２）
ｆ．テレビ
ｇ．歌
ｈ．英語を話していた友人
ｉ．英語音声学
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